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･大型開発による水害被害対策を

．大船観音でアースディイベント

･木造公共建物の推進を1 ．気象情報

･放射線測定値・吠地を受け継ぐ」感想
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〆一~‐ リフレッシュができた！ ふくしまの親子 一一

福島の子どもたちをリフレッシュにと8回目の畷養（リフレッシュ）」が春休みに行われた。

事故もなぐ迎泊5日をこどもの国、日犬で過言し、子どもたちと保護者29人はゆったりと過ご

す事ができたようだ。アンケートでは「満足した」「また来たい」がほとんどで、回を重ねるご

とに手際よく対応できた結果だと思う。最後の夜の交流会では涙ながらに感謝を述べられたお母

さんに感動させられた｡体内に溜まったｾｼｳﾑなどの放射怪物質は､より低い場所で過ごすこ
とにより体外へ排出される。小さい子どもほど放射能の影響が大きいので、 3才から小学生まで

と限定しての保養受入をしている。

放射能汚染力吟も続いている。福島県から県内外へ避難している方も「生業を返せ」と訴訟を

起こしている。

たくさんの方からの募金をいた定き､続けて来られた°保養は放射能がなくなるまで続けなけ
ればと強い決意で続けている。ご支援下さった日大や多くの方々に感謝申し上げます。

さて、原発事故の怖さを知った私たちは、保養の費用は東電に出して欲しいと働きかけばして

いるが実施されるのはいつのことか待ってはいられない。 川内原発が再稼働され、政府はベー

スロード電源といって原発を廃止しない政策を打ち出した。国会前へ毎週金曜日に集まったのも

元は『原発反対」の方々だった。次第に喋団的自衛権」「憲法改憲」「保育園落ちたの承だ』な
ど安倍政権が国民の声や暮らしを無視しているから広がったのだ。今では国会前や各地での「ア
ベ政治を許さない」と自己アピールの波が大きくなった｡黙っていられないと自発的に集まった。
憲法を改正しようとしている人たちも署名宣伝を全国でおこない、サンパール広場でもしている。
このような中での「野党共闘で何としても安倍政

権を少数にしよう」と今年7月の参議院選挙に向

けて、「選挙で変える1」と民進党と共産党、維

新の党などが手を結び選挙協力してたち向かう

ことが話合われている。

次の参議院選挙から18歳以上に選挙権が与

えられる。政治に目を向け、与えられた選挙権を

生かすこと、選挙に行って貴重な一票をつかって

ほしい。

原発と憲法が大争点、選挙に行こう！

（福島の子どもたちとともに湘南の会荒井）
日大博物館で説明を受ける子どちたち
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